
平成２６年度第３回定例理事会議事録 

日時：平成２６年７月１２日（土） １８：１７ ～ ２０：５２ 

場所：奈良県理学療法士協会 事務所 

出席者：理事 尾崎、増田、石橋、佐藤、松村、西田、中村、田平 

監事：門脇 

議事録署名人：尾崎、門脇、北村、中俣 

委任状：廣池 

書記：藤川、細川 

議事：１．会長行動報告 

     ５／２６ 県障害者介護給付費等不服審査会 総会 

  ／２９ ならどっとＦＭ「介護プロに聞く」ゲスト出演 

６／１    生涯学習部 第一回新人教育プログラムセミナー 

          福利厚生部 新人歓迎会 

   ／７    Fight On!! Sanae 2014 高市早苗さんをみんなで激励する会 

（代：廣池） 

           株式会社キュービット オフィス訪問 

／８    日本協会 第 43回定時総会 

／１２  奈良介護の日 2014 実行委員会 第１回 

／１４  日本協会 第 53回近畿理学療法学術大会監査 

          日本協会 第１回近畿ブロック委員会 

／１７  理学療法啓発部 会議 

／１８  理学療法啓発部 政木欣之様 訪問 

          IT化・組織検討委員会 拡大会議 

／２８  日本協会 学会検討特別委員会 第１回  

／２９  第２４回奈良県理学療法士学会・表彰状授与式  

７／１    調整会議 

／２    奈良リハビリテーション病院 竣工式 

／９    なら新人研修システム『呼吸器コース』 修了証授与式 

／１２  IT化・組織検討委員会 拡大会議 

         定例理事会 第３回 

   ２．会員異動承認 

      平成２６年５月２５日から７月１２日までの会員異動が理事全員に承認された。 

     →新入会員の自宅会員登録が増加しているが、これはオンラインによる登録に 

      おいて所属を自宅として容易に選択出来るためである。 

３．日本理学療法士協会代議員総会報告（尾崎会長） 

  議案通りすべて承認された。 



   ４．近畿ブロック会議報告 

     ・尾崎会長、石橋副会長において第５３回近畿学術大会（京都府士会）に対し 

て監査した。 

     ・第５５回近畿学術大会（兵庫）から２日間での開催予定となる。 

      →これは以降も継続の方針であり、目的としては日曜出勤の施設が増加傾向 

にある中で、２日間開催することで少しでも多くの会員が参加できるよう 

に、また将来的に公開講座や専門学会との共催を視野に入れての対策であ 

る。その予算としてはペーパーレス化により会場費を捻出する方向である。 

       和歌山、滋賀、奈良では会の規模から困難が予測され、対策が必要である。 

     ・５０回全国学術大会（東京）において記念式典が開催される予定であるが、 

奈良県士協会から３名の出席が要請されている。 参加費は奈良県士協会か 

ら支給するのか検討が必要である。 

     ・全国学術大会開催時に生涯学習担当者会議が予定されている。 

     ・社会局会議（佐藤理事） 

→４月１７日から１９日にインテックス大阪で開催されたバリアフリー２０ 

１４において近畿ブロックのブースにて２２１件の相談業務を行った。 

     ・学術局会議（石橋理事） 

      →学会にて発表したにもかかわらず、学会誌への掲載を拒否する会員がいる。 

発表ポイントを付けるか否か、検討が必要である。 

      →学会にて設置した託児所において、７～８名の利用があった。今後も継続 

して設置するよう依頼された。 

      →学会予算は１年前には提出するよう依頼された。 

      →その他として大阪府士会が設立５０周年を迎えるにあたり、平成２８年 

１１月２８日に式典が予定されている。 

   ５．全国事務局長会議報告（増田理事） 

     ・平成２６年６月２５日に開催された。  

     ・会費徴収において現状の方法では年度初めの運転資金の確保が困難であり、 

ゆくゆくは前納の方向で検討されている。 

     ・新入会員においてコンビニエンスストアでの入会金の入金が可能であるが、 

会費未納率が高い。いかにクレジットに持っていくかを課題として考える必 

要がある。基本的には楽天カードでの取り扱いであるが、その他カード会社 

も認めざるを得ないか。 

・休会者が多くなっているが、会費負担の軽減を考える必要があるのではない 

か（６５歳以上の会員、育児休暇中、夫婦割引など）。 

・会費未納退会について現状の２年半をもう少し早めることが出来ないか、検 

討された。 



   ６．地域包括ケアシステムについて（佐藤理事） 

・６月２２日に地域包括ケア推進リーダーモデル導入研修が開催され、本会よ 

 り佐藤理事、櫻井会員が参加した。 

     ・なるべく早い段階にて地域ケア会議を開催していかないといけない。 

      →既存の会議を地域ケア会議として開催（読み替え）されている自治体もあ 

る。 

      →２週に１回、または月 1回の頻度での開催が必要ではないか。 

      →会議の頻度を考えると定年退職された会員が妥当ではないか。 

     ・推進リーダーの決定においては e-ラーニング受講後、指定事業・導入研修に 

参加する必要がある。 

・e-ラーニング受講免除者を本会議にて検討、以下に決定した。 

      →①役員（理事、監事、部長、委員長） 

       ②部員、委員 

       ③指定事業（H２５年度～）：奈良学会運営、公開講座運営、奈良マラソン 

        メディカルサポート運営、県高校野球メディカルサポート運営、３団体 

訪問リハビリ実務者研修運営・修了者、公的委員会被推薦者、専門領域 

勉強会運営（本会共催分のみ）、なら介護の日イベント運営 

     →指定研修に参加した５名（佐藤理事、西田理事、中村理事、櫻井会員、堀 

会員）にて情報の整理、方針の大枠を決め理事会へ答申することとした。 

→日本理学療法士協会や自治体からの問い合わせ、および要請における窓 

口を中村理事とする。 

   ７．各局・部・委員会報告 

    ・黒滝村からの介護予防事業への派遣依頼において中村理事にて承認された。 

    ・将来、本会における事務員の雇用について給与形態等、社会保険労務士へ相 

談している。 

→本会の規模や業務内容より最低月３万円、また一人の事務員では効率的で 

ない、派遣等も考慮する必要があるのではないか。 

・会誌部より７月上旬発送の予定であったが、中旬から下旬となる。また当初 

の見積もりは消費税５％で計算していたが、現在の８％にて支払うこととす 

る。（松村理事） 

・法人設立２０周年記念誌について、来週には発送される見通しとなった。（西 

田理事） 

・平成２６年７月２０日 奈良県文化会館において、奈良県高次脳機能障害リハ 

ビリテーション講習会が開催される。ワークショップにて講師をする予定。 

（西田理事） 

・第２４回奈良県理学療法士学会における学会長賞、新人賞を選考、理事会へ 



答申する予定。（中村理事） 

    ・第２５回奈良県理学療法士学会において書籍販売を考えている。（藤川） 

→業者選定においては利害関係が生じないのであれば、どの業者でも構わな 

いことが確認された。 

・ブロック活動推進委員会より、地区別症例検討会の開催にあたり、発表プレ 

ゼンテーション用 PCが、会員個人や会員施設のものを使用している。購入に 

ついて要望あり。（藤川） 

 →購入につき了承された。 

・奈良マラソン２０１４実行委員会より、今年の開催においても奈良マラソン 

メディカルサポート委員会に対し協力依頼あり。スタッフ増員、予算増額を 

検討している。 

   ８．その他 

日本医療マネージメント学会（石橋理事） 

     ・６月３日の会議に参加した。 

     ・平成２７年１月３１日、なら１００年会館において学会が開催されることと 

なった。   

・テーマ：医療の IT化は、患者に恩恵をもたらすか？ 

～使いこなす IT、システムの確立～ 

                                     以上 


